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常
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理
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石
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正  

07
年
７
月
２２
日
（
日
）
、
品
川
区
立
総

合
区
民
会
館
に
お
い
て
、
本
年
度
第
一
回

目
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

●
第
１
時
限
目 

『
瑕
疵
の
認
定
基
準
と
最
近
の
裁
判
例
』 

講
師 

弁
護
士 

田
中
峯
子
（
当
会
顧
問
） 

１
．
欠
陥
・
瑕
疵
と
は 

東
京
地
方
裁
判
所
の
建
築
訴
訟
対
策

委
員
会
は
、
『
建
築
鑑
定
の
手
引
き
』
と

し
て
鑑
定
人
の
瑕
疵
に
関
す
る
判
断
の

基
準
を
、
判
例
時
報
１７７７
号
で
以
下
の
よ
う

に
明
確
に
し
た
。 

(１)
建
築
基
準
法
等
の
法
令
の
規
定
の
要

件
を
満
足
し
て
い
る
か
。 

 

こ
れ
に
は
、
旧
建
設
省･

現
国
土
交
通

省
の
通
達
・
告
示
、
擁
壁
等
の
規
制
に
代

表
さ
れ
る
地
方
自
治
体
の
条
例
等
も
含

ま
れ
る
。 

(２)
当
事
者
が
契
約
で
定
め
た
内
容
、
設
計

図
等
に
定
め
ら
れ
た
内
容
を
満
足
し
て

い
る
か
。 

こ
れ
に
は
、
設
計
図
書
、
仕
様
書
、
見

積
書
、
当
事
者
間
で
約
束
し
た
具
体
的
な

内
容
が
存
在
す
れ
ば
、
そ
れ
を
証
明
で
き

れ
ば
契
約
し
た
内
容
と
み
な
せ
る
。 

 

認
定
住
宅
に
つ
い
て
は
、
認
定
図
書
の

内
容
が
契
約
内
容
と
な
る
。 

(３)
公
庫
融
資
を
受
け
る
建
物
は
、
住
宅
金

融
公
庫
融
資
基
準
（
工
事
共
通
仕
様
書
）

を
満
足
し
て
い
る
か
。 

建
設
省
は
公
庫
の
融
資
基
準
に
つ
い

て
、
平
成
７
年
５
月
３１
日
付
け
の
通
達
、

『
建
築
物
の
構
造
耐
力
上
の
安
全
確
保

に
係
る
措
置
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
、『
筋

交
い
及
び
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
で

あ
る
継
手
又
は
仕
口
に
つ
い
て
も
、
同
仕

様
書
（
公
庫
の
）
を
参
考
と
し
て
、
地
震

時
に
お
け
る
そ
の
部
分
の
存
在
応
力
を

確
実
に
伝
え
る
よ
う
緊
結
す
る
こ
と
』
と

し
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
公
庫
融
資
予
定
の
建
物
以
外

に
つ
い
て
も
、
木
造
住
宅
に
お
い
て
は
公

庫
融
資
基
準
が
瑕
疵
の
重
要
な
判
断
材

料
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

(４)
わ
が
国
の
標
準
的
な
技
術
水
準
に
つ

い
て
は
、
日
本
建
築
学
会
の
建
築
工
事
標

準
仕
様
書
（
Ｊ
ａ
ｓ
ｓ
）
を
瑕
疵
判
断
の

参
考
に
す
る
。 

こ
れ
は
、
日
本
建
築
学
会
が
定
め
た
建

築
工
事
の
標
準
仕
様
基
準
で
あ
り
、
土
工

事
及
び
山
留
工
事
、
地
業
及
び
基
礎
ス
ラ

ブ
工
事
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
、
鉄

骨
工
事
、
木
造
建
築
物
の
工
事
等
に
つ
い

て
詳
細
に
規
定
し
て
お
り
、
実
際
に
建
築

確
認
許
可
時
に
行
政
庁
は
、
Ｊ
ａ
ｓ
ｓ
に

も
と
づ
き
審
査
を
し
て
い
る
。 

＊ 

２
．
欠
陥
住
宅
の
調
査
を
依
頼
さ
れ 

た
場
合
、
ど
こ
を
調
査
す
る
か 

(１)
木
造
住
宅 

 

①
雨
漏
り
の
原
因
調
査 

 

・
水
か
け
調
査
等
に
よ
っ
て
原
因
を
特

定
す
る
こ
と
が
大
事
。
雨
漏
り
が
あ
る

と
い
う
現
象
だ
け
で
、
原
因
不
明
で
は

裁
判
で
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る

の
で
注
意
。 
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②
金
物
の
存
在 

 
・
金
物
の
存
在
が
重
視
さ
れ
る
の
と
、

金
物
の
取
付
け
は
建
物
の
全
体
に
及

ぶ
た
め
補
修
費
用
も
高
額
に
な
る
。 

 

な
お
、
使
用
す
る
金
物
と
位
置
に
つ
い

て
は
、
告
示 
平
１２
建
告
1460
号
二
の
表

１
・
２
・
３
に
基
づ
い
て
調
査
す
る
。 

 

③
基
礎 

・
告
示
1347
号
に
よ
る
地
耐
力
と
基
礎
工

法
選
定
の
確
認
。 

30

ｋＮ
／
㎡
未
満
‐
ベ
タ
基
礎
若
し
く

は
杭
基
礎
。
30

ｋＮ
／
㎡
以
上
‐
布
基

礎
。 

・
ベ
タ
基
礎
の
鉄
筋
の
確
認
。 

Ｒ
Ｃ
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
鉄
筋
間
隔
・
被

り
厚
の
調
査
。 

・
フ
ー
チ
ン
グ
の
確
認
。
掘
削
に
よ
る

寸
法
調
査
。 

(２)
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造 

（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
） 

①
鉄
筋
の
配
筋
は
正
常
か 

 
 

・
地
下
ピ
ッ
ト
内
の
確
認
も
必
要
。 

 
 

・
鉄
筋
の
径
・
間
隔
・
被
り
厚
。 

 
 

 

②
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
の
確
認 

 
 
 
 

 
 

・
最
低
１
ヶ
所
は
コ
ア
抜
き
に
よ
る

確
認
を
行
う
。 

 

③
地
下
室
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち

継
ぎ
部
、
ジ
ャ
ン
カ
等
か
ら
雨
の
浸

入
は
な
い
か
。 

＊ 

３
．
調
査
と
請
求
で
き
る
期
間 

調
査
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
は
、
時
効
が

い
つ
く
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
。 

(１)
未
完
成
の
建
物
の
場
合 

 

①
完
成
・
未
完
成
の
争
い 

・
請
負
契
約
で
は
完
成
し
な
け
れ 
 

ば
代
金
の
請
求
は
出
来
な
い
。
工
事

工
程
が
一
応
終
了
し
た
場
合
は
完

成
と
み
な
さ
れ
る
。
（
民
法
６３３
条
） 

 
②
債
務
不
履
行
責
任 

 
（
未
完
成
で
放
り
出
さ
れ
た
場
合
、
時

効
は
10
年
） 

 

(２)
完
成
後・

の
建
物
の
場
合 

 

①
売
買
契
約 

 
 
 

（
建
売
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
） 

 

〔
瑕
疵
担
保
責
任
〕（
民
法
５７０
・
５６６
条
） 

 
 

・
無
過
失
責
任 

 
 
 

ｲ.
瑕
疵
を
知
っ
て
か
ら
１
年 

ﾛ.
引
渡
し
の
と
き
か
ら
１０
年 

但
し
殆
ど
の
契
約
が
１
年
ま

た
は
２
年
に
短
縮
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
注
意
。 

 
 

瑕
疵
担
保
責
任
は
、
無
過
失
責

任
で
あ
る
の
で
、
不
可
抗
力
以

外
請
求
で
き
る
。 

 

②
請
負
契
約
（
注
文
住
宅
） 

 

〔
瑕
疵
担
保
責
任
〕（
民
法
６３８
条
１
項
） 

 
 

・
無
過
失
責
任 

 
 
 

ｲ.
木
造
‐
引
渡
し
を
受
け
て
か

ら
５
年 

ﾛ.
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鉄
骨 

 

造
‐
引
渡
し
を
受
け
て
か
ら

１０
年
、
但
し
殆
ど
の
契
約
が
１

年
又
は
２
年
、
重
大
な
過
失
の

場
合
５
年
又
は
１０
年
に
短
縮

さ
れ
て
い
る
の
で
契
約
書
に

注
意
。 

 

③
品
確
法
に
よ
る
時
効
・
除
斥
期
間
の

１０
年
確
保
。 

（
平
成
１２
年
４
月
１
日
以
降
の
契

約
に
適
用
さ
れ
る
） 

ｲ.
新
築
で
あ
る
こ
と
‐
完
成
後

１
年
以
内
の
建
物
を
買
っ
た

場
合 

 
 
 

ﾛ.
住
宅
で
あ
る
こ
と
‐
店
舗
、
事

務
所
等
は
適
用
な
し 

 
 
 

ﾊ.
基
本
的
構
造
部
分
は
引
渡
し

を
受
け
て
１０
年
、
そ
れ
よ
り
短

い
約
束
は
無
効
。
そ
の
他
の
瑕

疵
は
契
約
書
の
期
間
に
よ
る
。 

 

④
不
法
行
為
責
任
（
民
法
７０９
条
） 

 
 
 

ｲ.
要
件
‐
「
他
人
の
権
利
を
侵 

 
 
 

害
し
た
者
、
法
律
上
保
護
さ
れ

る
利
益
を
侵
害
し
た
者
」
に
不

法
行
為
が
成
立
す
る
。 

そ
の
者
に
故
意
、
過
失
が
必

要
と
さ
れ
、
そ
の
立
証
は
請
求

す
る
者
が
負
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

唯
、
瑕
疵
が
存
在
す
る
だ
け

で
は
不
足
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、

基
準
法
令
に
違
反
す
る
施
工
、

明
ら
か
な
手
抜
き
工
事
等
は
、

単
な
る
瑕
疵
担
保
責
任
で
は

な
く
、
不
法
行
為
責
任
に
も
と

づ
く
損
害
賠
償
と
構
成
し
て

請
求
し
て
い
る
。 

不
法
行
為
責
任
の
時
効
は
、

知
っ
て
か
ら
３
年
、
除
斥
期
間

は
行
為
の
と
き
か
ら
２０
年
と

長
い
。 

 

（講演をする田中顧問） 
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ﾛ.
相
手
方 

 
 
 
 

・
請
負
人
・
売
主
（
建
売
・
マ

ン
シ
ョ
ン
）
の
よ
う
な
契
約

関
係
で
あ
る
相
手
に
も
可

能
で
あ
る
。 

 
 
 
 

・
建
設
会
社
＝
直
接
契
約
関
係

に
な
い
が
、
右
記
の
よ
う
な

工
事
を
行
っ
て
注
文
者
・
買

主
の
権
利
を
侵
害
し
た
者
。 

 
  
  
  
 

・
建
築
士
＝
設
計
・
工
事
監
理

者
で
あ
っ
て
、
契
約
関
係
に

あ
る
者
に
も
成
立
す
る
。 

 
 
 
 
 

建
築
士
＝
建
築
確
認
書
申

請
書
の
設
計
者
・
工
事
確
認

申
請
書
に
設
計
者
・
工
事
監

理
者
と
し
て
名
前
を
貸
し

た
建
築
士
に
も
請
求
で
き

る
。
（
最
高
裁
判
例
） 

 

●
第
２
時
限
目 

『
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
に
つ
い
て
』 

 
 

講
師 

能
美
防
災
株
式
会
社 

 

講
義
内
容
は
割
愛
し
ま
す
。 

※
尚
、
今
回
の
研
修
会
に
参
加
さ
れ
な
か

っ
た
方
は
、
研
修
会
資
料
を
求
め
て
自

己
研
修
に
努
め
て
下
さ
い
。 

  

 
 

建
築
用
木
材
（
構
造
材
） 

に
つ
い
て 

文
責 

常
任
理
事 

佐
藤
賢
典 

 

建
築
Ｇ
メ
ン
と
し
て
建
物
調
査
を
し

て
い
る
と
、
木
造
住
宅
の
主
要
構
造
部
分

に
重
大
か
つ
致
命
的
な
欠
陥
事
象
が
あ

ま
り
に
も
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
特
に

建
売
住
宅
・
売
建
住
宅
（
建
築
条
件
付
き
）

に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
で
、
中
に
は

木
材
の
特
性
を
見
誤
っ
た
こ
と
に
起
因

す
る
も
の
も
多
い
こ
と
か
ら
、
先
ず
木
材

そ
の
も
の
を
考
え
て
か
ら
、
あ
り
が
ち
な

欠
陥
事
象
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

＊ 

○
心
持
ち
材
と
心
去
り
材 

 

一
般
に
心
持
ち
材
は
心
去
り
材
よ
り

強
い
と
言
わ
れ
、
好
ま
れ
ま
す
。
確
か
に

樹
心
（
木
の
中
心
）
は
立
木
を
支
え
る
構

造
体
と
し
て
考
え
れ
ば
全
体
を
貫
く
組

織
と
し
て
重
要
な
部
分
で
あ
る
た
め
、
そ

の
よ
う
に
考
え
て
当
然
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
そ
こ
は
天
然
素
材
、
一
概
に
言
え
な

い
と
こ
ろ
が
木
材
を
扱
う
難
し
さ
と
言

え
ま
し
ょ
う
。 

立
木
で
あ
っ
た
頃
と
木
材
と
し
て
利

用
す
る
場
合
を
比
較
す
る
と
、
お
か
れ
た

条
件
が
全
く
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
柱
の

場
合
、
支
え
る
荷
重
は
立
木
の
頃
と
は
比

較
に
な
ら
ず
、
座
屈
（
材
軸
方
向
に
圧
力

が
か
か
り
、
限
界
を
超
え
る
と
横
方
向
に

変
形
を
起
こ
す
現
象
）
と
い
う
問
題
を
生

じ
、
梁
の
場
合
に
は
曲
げ
や
た
わ
み
（
軸

方
向
が
曲
が
る
現
象
）
と
い
う
問
題
が
生

じ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
立
木
の
時
に
は
な
か

っ
た
事
態
で
す
。 

心
持
ち
材
と
言
え
ど
も
中
心
に
心
が

通
っ
て
い
れ
ば
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
偏
心
し
て
い
る
と
、

そ
れ
自
体
が
座
屈
や
曲
が
り
を
誘
発
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
使

い
方
を
誤
る
と
仕
上
面
に
隙
間
を
生
じ

た
り
、
床
の
キ
シ
ミ
な
ど
を
生
じ
ま
す
。 

 

構
造
材
と
し
て
求
め
ら
れ
る
も
の
は

均
質
で
、
繊
維
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
が

条
件
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
構
造
材
に
針
葉

樹
が
多
く
用
い
ら
れ
る
の
は
、
幹
が
垂
直

に
立
つ
樹
種
が
多
く
、
加
工
が
容
易
な
こ

と
に
あ
り
、
幹
が
直
線
的
で
あ
れ
ば
組

織
・
繊
維
も
整
然
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 
な
お
、
現
在
、
構
造
材
と
し
て
多
く
使

用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
、

マ
ツ
、
ベ
イ
ツ
ガ
等
が
あ
り
ま
す
が
、
ヒ

ノ
キ
や
ス
ギ
の
場
合
、
心
去
り
材
が
採
れ

る
ほ
ど
大
口
径
の
木
は
、
造
作
材
（
仕
上

材
）
や
集
成
材
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
ベ
イ
ツ
ガ
な
ど
は
材
そ
の
も
の
が

大
口
径
な
た
め
、
心
去
り
材
が
多
く
採
れ

ま
す
。 

＊ 

○
材
木
屋
さ
ん
に
立
て
掛
け
ら
れ
た
木

材
は
逆
立
ち 

 

材
木
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
使
用

前
に
充
分
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
木
は

根
か
ら
水
を
吸
い
上
げ
、
上
へ
持
ち
上
げ

る
こ
と
は
ご
存
じ
の
通
り
で
す
が
、
製
材

さ
れ
て
も
立
木
の
時
、
根
側
に
あ
っ
た
部

分
（
元
口
）
を
床
に
接
し
て
置
く
と
、
性

質
上
、
床
か
ら
水
を
吸
い
上
げ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
材
木
屋
さ
ん
で
は
末

口
（
立
木
の
時
、
上
部
だ
っ
た
方
）
を
下

に
し
、
元
口
を
上
、
つ
ま
り
逆
立
ち
さ
せ

て
立
て
掛
け
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
樹
脂
が

抜
け
、
乾
燥
を
早
く
さ
せ
る
狙
い
も
あ
り

ま
す
。 

 

ち
な
み
に
材
木
屋
さ
ん
に
立
て
掛
け

て
あ
る
木
材
に
「
檜 

一
等 

三
方
上
小

節 

12.0×

12.0 

３m 

○
○
材
木
店
」
等
、

プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
立
て
掛
け

る
時
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
末
口
か
ら
元

口
方
向
に
書
か
れ
て
お
り
、
家
を
建
て
る

時
に
柱
は
元
口
を
下
に
し
て
立
て
る
た

め
、
文
字
が
逆
さ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

＊ 

○
木
は
水
に
弱
い
？ 

 

日
本
で
は
古
来
よ
り
生
活
道
具
の
ほ

と
ん
ど
を
木
で
作
っ
て
き
ま
し
た
。
木
と

構
造
コ
ラ
ム
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水
の
関
係
を
取
り
上
げ
る
と
、
船
・
い
か

だ
・
風
呂
桶
・
酒
や
醤
油
な
ど
の
樽
・
お

椀
、
さ
ら
に
は
水
車
や
水
路
ま
で
木
で
作

っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
ほ
と
ん
ど
見
掛

け
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
材
木
と
な
る
木

を
保
管
し
て
い
る
貯
木
場
は
川
や
海
で

し
た
。 

 

木
は
水
を
通
し
易
い
素
材
で
す
が
、
成

長
に
し
た
が
っ
て
水
を
通
す
必
要
の
な

い
部
分
が
生
じ
、
自
ら
細
胞
壁
の
穴
を
閉

じ
た
り
、
分
泌
物
で
導
管
を
塞
ぎ
ま
す
。

こ
れ
は
樹
種
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
こ
の

性
質
を
上
手
く
利
用
し
、
同
じ
樽
と
言
え

ど
も
日
本
酒
・
焼
酎
・
ウ
イ
ス
キ
ー
・
ワ

イ
ン
・
醤
油
等
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
樹

種
を
用
い
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

木
は
水
に
漬
け
て
お
く
と
崩
壊
し
ま

す
。
こ
れ
は
木
の
主
な
成
分
で
あ
る
セ
ル

ロ
ー
ス
が
崩
壊
・
変
質
し
、
水
に
溶
け
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
変
化

率
は
非
常
に
小
さ
い
こ
と
か
ら
輸
送
に

便
利
な
川
や
海
に
漬
け
て
保
管
し
て
い

た
わ
け
で
す
。
水
に
漬
け
て
保
管
す
る
こ

と
は
、
一
旦
木
を
飽
和
状
態
に
す
る
こ
と

に
な
り
、
木
の
ア
ク
（
樹
液
）
や
樹
脂
と

水
分
が
入
れ
替
わ
る
と
共
に
バ
ク
テ
リ

ア
に
よ
る
作
用
等
が
加
わ
り
、
乾
燥
し
易

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ギ
な
ど
は
赤
み

を
帯
び
、
独
特
な
風
合
い
を
持
ち
、
干
割

れ
も
防
げ
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
水
は
木
に
と
っ
て
不
都

合
な
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
長
所
を
引
き

出
し
、
特
長
を
生
か
し
て
く
れ
る
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。 

「
木
造
住
宅
は
水
に
弱
い
」
と
言
わ
れ

る
の
は
雨
漏
り
や
結
露
、
漏
水
等
に
よ
り

腐
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
木
が
腐
る
に

は
水
、
腐
朽
菌
の
餌
と
な
る
栄
養
素
、
温

度
、
酸
素
等
の
要
素
が
必
要
で
す
。
湖
底

な
ど
に
埋
没
し
た
木
が
腐
ら
な
い
の
は

何
れ
か
の
要
素
が
揃
っ
て
い
な
い
か
ら

で
す
。 

 
木
材
の
乾
燥
に
つ
い
て
は
非
常
に
奥

が
深
い
の
で
、
い
ず
れ
も
う
少
し
細
か
く

述
べ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

（
次
号
以
降
に
つ
づ
く
） 

 

建
築
Ｇ
メ
ン
が
暴
く 

欠
陥
住
宅
５
９
の
手
口 
  ■

建
主
も
期
待
し
な
か
っ
た
引
き
家
に 

よ
る
基
礎
の
再
工
事 

文
責 

社
員 

川
村 

昇
進 

「
建
物
の
基
礎
の
裾
か
ら
外
が
見
え
、

そ
れ
が
せ
ん
べ
い
の
よ
う
に
薄
く
、
埋
め

て
あ
る
汚
水
浄
化
槽
が
沈
下
し
て
心
配

で
あ
る
。
業
者
と
交
渉
し
て
い
る
が
、
基

礎
の
亀
裂
は
亀
裂
部
分
を
コ
ー
キ
ン
グ

（
穴
を
埋
め
る
こ
と
）
す
れ
ば
直
る
と
簡

単
な
補
修
し
か
考
え
て
い
な
い
と
い
う

が
、
こ
れ
で
大
丈
夫
な
の
か
」 

そ
ん
な
相
談
の
電
話
が
入
っ
た
。 

基
礎
は
砂
地
に
野
菜
の
種
で
も
ま
く
よ

う
に
、
溝
を
掘
っ
て
そ
の
溝
に
鉄
筋
を
並

べ
、
肥
料
を
ま
く
よ
う
に
薄
い
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
流
し
込
み
、
十
分
に
割
栗
石
も
い

れ
ず
、
そ
の
上
に
基
礎
の
立
上
り
部
分
を

施
工
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

敷
地
周
辺
は
、
浜
か
ら
の
吹
上
で
堆
積

し
た
砂
地
。
常
時
地
形
が
動
く
ほ
ど
に
柔

ら
か
な
砂
の
吹
き
だ
ま
り
地
盤
だ
。 

長
雨
に
な
る
と
雨
水
を
浸
透
し
き
れ
ず
、

雨
水
は
地
表
面
を
流
れ
る
。
地
震
な
ど
の

外
力
が
加
わ
る
と
、
液
状
化
現
象
が
生
じ

て
簡
単
に
建
物
が
傾
き
、
倒
壊
の
お
そ
れ

が
あ
る
一
部
だ
っ
た
。
報
告
書
に
は
、「
現

状
の
建
物
を
空
き
地
に
移
動
、
現
状
の
基

礎
を
除
去
し
、
新
規
に
基
礎
を
作
り
替
え
、

そ
こ
に
再
び
移
動
さ
せ
た
建
物
を
戻
す

し
か
な
い
。
」
と
書
き
、
業
者
へ
提
出
。

業
者
は
報
告
書
通
り
に
補
修
す
る
こ
と

を
約
束
し
た
。
筆
者
が
補
修
工
事
を
監
理

す
る
条
件
で
合
意
が
成
立
し
た
。 

住
宅
を
据
え
直
し
た
後
に
、
筋
違
も
外

し
た
や
り
直
し
さ
せ
た
。
砂
地
は
、
乾
燥

し
て
い
る
と
き
と
水
が
加
わ
っ
た
と
き

で
は
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
に
注
意
。 

基
礎
を
深
基
礎
と
し
建
物
下
の
土
砂
の

移
動
を
止
め
る
地
中
壁
で
底
地
を
囲
う

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。 

 

■
盛
土
と
切
土
に
ま
た
が
る
危
な
い
住
宅 

文
責 

社
員 

野
木 

宗
生 

丘
陵
地
な
ど
を
切
り
開
い
た
住
宅
地
が

最
近
多
く
販
売
さ
れ
て
い
る
。
簡
単
な
土

留
め
壁
（
擁
壁
）
で
造
成
。
段
々
畑
状
で
、

「
景
観
が
よ
い
」
「
日
当
た
り
が
よ
い
」

と
い
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
。
こ
こ
に
落

と
し
穴
が
潜
ん
で
い
る
。 

地
山
の
高
い
部
分
を
削
り
取
っ
た
箇
所

を
切
土
と
い
い
、
低
い
部
分
に
埋
め
戻
し

た
部
分
を
盛
土
と
い
う
が
、
注
意
を
要
す

る
の
は
切
土
部
と
盛
土
部
は
ま
っ
た
く

違
う
と
い
う
こ
と
。
切
土
部
を
購
入
で
き

た
方
は
い
い
が
、
盛
土
部
を
購
入
し
た
方

は
注
意
が
必
要
。
購
入
の
際
は
、
昔
か
ら

そ
こ
に
住
ん
で
き
る
近
隣
の
人
に
聞
く

こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。 

① 

盛
土
部
に
全
体
を
建
て
た
場
合 

② 

切
土
と
盛
土
に
ま
た
が
っ
て
建
て

た
場
合 

③ 

切
土
部
に
全
体
を
建
て
た
場
合 

望
ま
し
い
順
で
は
③
が
一
番
良
く
、
①

は
全
体
が
沈
む
が
建
物
が
傾
く
な
ど
の

被
害
は
少
な
い
が
、
設
備
管
と
建
物
の
継
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ぎ
部
分
で
の
損
傷
は
避
け
ら
れ
な
い
。
②

は
全
体
が
傾
い
た
り
、
部
分
的
に
傾
い
た

り
す
る
。
た
と
え
問
題
箇
所
の
補
修
工
事

が
完
了
し
て
も
そ
こ
で
止
ま
る
と
い
う

保
証
は
な
い
。
さ
ら
に
進
行
し
た
り
、
別

の
箇
所
に
変
位
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見

ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
建
物
全
体
を
建
替

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

傾
い
た
下
方
部
分
の
修
正
に
は
ジ
ャ
ッ

キ
ア
ッ
プ
な
ど
の
手
法
が
あ
る
が
、
概
算

で
見
て
も
建
物
の
底
地
面
積
の
大
小
に

も
よ
る
が
概
ね
600
〜
800
万
円
程
度
の
費

用
が
か
か
る
。 

こ
う
し
た
最
悪
の
住
ま
い
づ
く
り
を
回

避
す
る
に
は
、
住
宅
を
建
て
る
時
点
で
、

宅
地
の
４
隅
お
よ
び
建
物
の
中
心
と
思

し
き
箇
所
、
合
計
５
箇
所
の
地
盤
調
査
を

す
す
め
た
い
。 

調
査
費
用
は
５
〜
８
万
円
程
度
。
建
築

費
全
体
の
0.2
〜
0.3
％
程
度
の
費
用
で
済

む
。
そ
の
結
果
に
基
づ
き
地
盤
改
良
な
ど

の
仕
様
を
決
定
す
る
こ
と
だ
。 

建
物
は
外
観
は
ど
う
あ
れ
、
基
礎
が
一

番
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
。 

 新
任
理
事
の
抱
負 理

事 

鈴
木 

幸
司 

 

 

私
が
建
築
Ｇ
メ
ン
に
登
録
さ
れ
た
の
は

２
０
０
３
年
５
月
の
こ
と
で
す
。 

当
時
、
こ
ち
ら
静
岡
県
で
は
、
将
来
に

予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
に
備
え
て
「
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ａ
Ｉ
ゼ
ロ
」
活
動
や
耐
震
診
断
、
補
強

相
談
な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
建
築
士
の
資
格
を
持
つ
も
の
に
対

し
て
座
学
だ
け
で
「
補
強
相
談
士
」
な
る

資
格
を
授
け
る
現
行
制
度
に
そ
こ
は
か

と
な
い
不
安
を
感
じ
、
勉
強
し
な
く
ち
ゃ

と
思
っ
て
い
る
頃
で
し
た
。 

２
０
０
４
年
の
「
新
潟
中
越
地
震
」
の

際
に
は
建
築
Ｇ
メ
ン
と
は
別
の
組
織
で

現
地
に
入
り
、
支
援
物
資
の
配
給
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
、
現
地
を
見

て
回
り
ま
し
た
。
い
つ
だ
っ
て
、
現
物
を

見
る
こ
と
は
「
直
観
力
」
を
養
う
の
に
、

非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。 自

転
車
が
趣
味
な
の
で
ケ
ツ
が
軽
い

と
い
う
か
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
軽
快
で
す
。

モ
ノ
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
の
も

大
好
き
で
す
。
最
近
、
情
報
発
信
の
手
段

と
し
て
、
従
来
の
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で

は
物
足
り
な
く
感
じ
て
い
ま
す
。
建
築
Ｇ

メ
ン
の
サ
イ
ト
も
今
後
は
日
記
形
式
の

ウ
エ
ブ
ロ
グ
、
通
称
「
ブ
ロ
グ
」
へ
と
比

重
を
移
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
新
任
理
事
と
し
て
そ
う
い
う

分
野
で
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 
新
任
建
築
G
メ
ン
の
抱
負 

 

今
年
行
わ
れ
た
第
６
回
建
築
G
メ
ン

認
証
試
験
に
お
い
て
、
新
た
に
４
名
の
建

築
G
メ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

新
任
G
メ
ン
の
抱
負
を
紹
介
し
ま
す
。 

＊ 

松
本 

光
弘 

 

こ
の
度
「
建
築
Ｇ
メ
ン
」
の
認
証
を
い

た
だ
き
ま
し
た
松
本
光
弘
と
申
し
ま
す
。 

 

わ
た
し
は
、
他
業
種
か
ら
の
出
戻
り
で

す
。
他
の
仕
事
に
転
出
し
た
の
は
、
当
時

の
建
築
業
界
の
代
願
事
務
所
と
、
い
い
か

げ
ん
な
工
務
店
の
関
係
に
嫌
気
が
さ
し

ま
し
て
飛
び
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
父
親
が
大
工
で
あ
っ
た
関
係
も
あ

り
、
建
築
そ
の
も
の
は
好
き
で
し
た
の
で
、

情
報
の
収
集
、
父
や
知
人
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

私
が
「
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
」
の
活
動
を

知
っ
た
の
は
、
秋
田
県
の
関
係
会
社
が
千

葉
県
で
多
数
の
手
抜
き
工
事
を
や
り
Ｔ

Ｖ
で
取
り
上
げ
て
い
た
の
を
視
聴
し
た

と
き
で
す
。 

「
建
築
業
界
に
も
新
し
い
風
が
吹
い
て

き
た
ん
だ
な
」
と
、
頼
も
し
く
感
じ
ま
し

た
。 

 

そ
ん
な
私
が
、
今
更
は
ず
か
し
い
の
で

す
が
、
身
近
で
起
き
て
い
る
リ
フ
ォ
ー
ム
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ブ
ー
ム
で
老
人
を
食
い
物
に
し
て
い
る

業
者
を
目
の
当
た
り
に
し
て
住
ま
い
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
、
自
分
の
中
に

「
好
き
な
建
築
で
人
の
お
役
に
立
て
れ

ば
。
そ
し
て
、
好
き
な
建
築
を
し
な
い
で

悔
い
は
な
い
の
か
。
」
と
、
い
う
思
い
が

強
く
わ
き
あ
が
っ
て
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

二
年
近
く
勉
強
し
な
お
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
一
日
も
早
く
真
の
「
建
築
Ｇ
メ

ン
」
に
な
れ
る
よ
う
精
進
い
た
し
ま
す
の

で
、
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

滝
の
よ
う
に
天
井
か
ら
落
ち
る
雨
水

に
、
成
す
術
も
無
く
濡
れ
た
畳
に
座
り
込

ん
で
い
る
老
人
を
も
う
見
た
く
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

□
２
０
０
７
年
６
月 

の
電
話
相
談
業
務
等
実
績 

{
 

相
談
件
数 

６
月 

106
件 

 
{
 

相
談
内
容
の
内
訳 

• 

瑕
疵
問
題 

 
 

40
件
（
33
％
） 

• 

施
工
問
題 

 
 

21
件
（
17
％
） 

• 

調
査
問
合
せ 

 

17
件
（
14
％
） 
• 

契
約
問
題 

 
 

14
件
（
12
％
） 

• 

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般 

５
件
（
４
％
） 

• 

業
者
と
紛
争 

 

３
件
（
３
％
） 

• 

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
３
件
（
３
％
） 

• 

設
計
問
題 

 
 

２
件
（
２
％
） 

• 

近
隣
問
題 

 
 

２
件
（
２
％
） 

• 

地
盤 

 
 
 
 

１
件
（
１
％
） 

• 

業
者
探
し 

 
 

１
件
（
１
％
） 

• 

土
地
相
談 

 
 

１
件
（
１
％
） 

• 

そ
の
他 

 
 

８
件
（
７
％
） 

 
 
 
 

（
有
効
数 

106
） 

{
 

相
談
窓
口
の
情
報
源 

• 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
41
件
（
51
％
） 

• 
新
聞
・
雑
誌  
 

25
件
（
31
％
） 

• 
口
コ
ミ
・
紹
介 

６
件
（
８
％
） 

• 

業
界
窓
口 

 
 

１
件
（
５
％
） 

• 

行
政
窓
口 

 
 

１
件
（
５
％
） 

• 

そ
の
他 

 
 
 

１
件
（
５
％
） 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
有
効
数 

75
件
） 
{
 

調
査
（
見
積
り
）
依
頼
件
数
18
件 

• 

瑕
疵
総
合
調
査 

 
 

６
件 

• 

建
物
の
目
視
調
査 

 
 

５
件 

• 

売
買
物
件
の
引
渡
し
前
の 

 
 

検
査  

 
 
 

５
件 

• 

工
事
中
の
第
三
者
検
査 

１
件 

• 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 

１
件 

（
有
効
数 

18
）  

※
件
数
は
事
務
局
で
集
計
可
能
な
も
の
の
み
掲
載 

 

 

□
業
務
完
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

 

事
務
局
で
は
、
調
査
業
務
完
了
後
に
依

頼
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。
ご
回
答
頂
い
た
中
か
ら
の

ご
紹
介
で
す
。 

【
新
築
工
事
中
の
第
三
者
検
査
を
依
頼

さ
れ
た
方
か
ら
の
ご
回
答
】 

 
 

 

と
て
も
丁
寧
に
調
査
・
説
明
を
し
て
頂

き
不
安
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の

内
容
を
き
ち
ん
と
し
た
報
告
書
に
ま
と

め
て
頂
き
、
工
務
店
と
の
交
渉
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
建
築
G
メ

ン
の
会
に
依
頼
し
、
本
当
に
良
か
っ
た
と

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

自
宅
を
新
築
す
る
に
あ
た
り
、
色
々
勉

強
し
た
つ
も
り
で
い
ま
し
た
が
、
工
事
が

進
む
に
つ
れ
て
疑
問
や
不
安
が
た
く
さ

ん
出
て
き
ま
し
た
。
人
生
で
一
番
高
い
買

い
物
を
す
る
訳
で
す
か
ら
で
き
る
限
り

の
不
安
を
解
消
し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

家
と
と
も
に
作
り
上
げ
て
生
き
た
い
と

誰
も
が
思
う
と
思
い
ま
す
。
私
達
の
よ
う

な
人
々
に
こ
れ
か
ら
も
力
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
千
葉
県
在
住
の
方
か
ら
） 

 

□
神
奈
川
県
横
浜
市
の
無
料
講
演
・
相
談

会
の
ご
案
内
（
相
談
会
は
要
予
約
） 

日
時
▽
07
年
８
月
26
日
（
日
） 

13
時
30
分
〜
16
時
30
分 

場
所
▽
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー 

 
 

（
関
内
ホ
ー
ル
地
下
研
修
室
） 

交
通
▽
JR
「
関
内
」
駅
北
口
下
車 

（
駅
か
ら
徒
歩
５
分
） 

主
催
・
お
問
合
せ
▽
当
会
横
浜
グ
ル
ー
プ 

FAX
０
４
５
・
６
５
０
・
２
１
０
４ 

※
詳
細
は
HP
に
掲
載 

 

〜
編
集
後
記
〜 

７
月
は
観
測
史
上
に
残
る
大
型
台
風

の
上
陸
や
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
発
生

で
、
多
く
の
貴
重
な
生
命
や
財
産
が
失
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
改
め
て
自
然
の
怖

さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
対
策
や
備
え
を
、

今
一
度
見
直
す
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

（
Ｋ
・
Ｔ
） 


